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人口減少・少子高齢化は全国的な問題ですが、近年では当市への移住者数は増加傾向

にあります。また、移住後に中山間地域等で活躍し、地域の活性化に繋がっている事例

も多く見られるようになりました。 

今回、中山間地域対策の第一人者である明治大学の小田切教授から当市の現状分析や

持続的な地域づくりについてご講演いただき、ポストコロナ社会における地域づくりや

地域活性化を図ることを目的にフォーラムを開催します。 

 

 

１ 日  時  令和５年３月21日（火・祝） 

 午後２時00分～午後４時30分（開場：午後１時30分） 

 

２ 会  場  越後妻有文化ホール『段十ろう』ホール 

 

３ 内  容 

（１）基調講演 「農山村からの地方創生」 

         明治大学農学部 教授 小田切
お だ ぎ り

 徳
とく

美
み

 氏 

（２）パネルディスカッション 

テーマ「人口減少・少子高齢化社会における地域づくり」 

パネリスト：高橋
たかはし

 美佐子
み さ こ

 氏（農家民宿「茅屋や」代表） 

大塚
おおつか

 眞
まこと

 氏  （十日町市移住支援員（移住コンシェルジュ）） 

多田
た だ

 朋孔
ともよし

 氏 （特定非営利活動法人地域おこし 事務局長） 

   ファシリテーター：小田切 徳美 氏（明治大学農学部 教授） 

 

４ 共  催  十日町市、十日町農業協同組合 

 

５ 添付資料  チラシ 

 

「『未来を拓く！まちづくりフォーラムⅡ』 

～農山村からの地方創生～」を開催します 

■お問合せ先  

 十日町市企画政策課 

 担当：渡辺、酒井 ☎025-757-3193 

十日町市 



～農山村からの地方創生～

共催：十日町市・十日町農業協同組合

人口減少・少子高齢化は全国的な問題ですが、近年では、当市への
移住者数は増加傾向にあります。また、移住後に中山間地域等で活躍し、
地域の活性化に繋がっている事例も多く見られるようになりました。
農山村問題の第一人者である明治大学小田切教授の講演や、実際に
地域で活躍している方々のディスカッションをとおして、地域活性化に
ついて一緒に考えましょう。

〒948-0083 新潟県十日町市本町一丁目上508番地2

越後妻有文化ホール
段十ろう （最大 708 席）

会　場

TEL.025‐757‐3193十日町市役所総務部企画政策課企画政策係 問合せ先
入館時のマスク着用、手指消毒、検温にご協力くださいお 願 い

未来を拓く!

明治大学農学部  教授

氏

おだぎり とくみ

小田切 徳美

基調講演

神奈川県出身。東京大学農学部卒業。
1995年東京大学大学院助教授を経て、2006年より
現職。
専門は、農村政策論、地域ガバナンス論。
国内外の農山村地域を歩き、集落レベルから国の政策
レベルまでの実態を研究し、政策提言を行っている。
「地域おこし協力隊」「関係人口」にも深く関与し、過
疎や限界集落等、農村問題の専門家として、政府の
各種審議会の委員等も務める。
主な著書
『農山村再生：「限界集落」問題を超えて』
『農山村は消滅しない』
『世界の田園回帰』
『農山村からの地方創生』
『食料・農業・農村の政策課題』 など

講演会 14：00～16：30

令和５年

３月21日火祝

●14：00 … 開会　●14：10 … 基調講演　●15：20 … パネルディスカッション　●16：30 … 閉会スケジュール

● 農家民宿「茅屋や」代表
● 食肉処理施設
　 「雪国Base」代表
● 十日町農業協同組合
　経営管理委員
● 元十日町市地域おこし協力隊

1 高橋 美佐子氏
● 特定非営利活動法人
　 地域おこし 事務局長
● 総務省
　 地域力創造アドバイザー
● 内閣府地域活性化伝道師
● 元十日町市地域おこし協力隊

3 多田 朋孔氏

● 十日町市移住支援員
　 （移住コンシェルジュ）
● （一社）にいがた圏 代表理事
● ㈱toiz 取締役
● ㈱第一プログレス
　 TURNS アドバイザー

2 大塚 眞氏

パネルディスカッション

合同庁舎●

東北●
電力様　 ●市役所

至
小
千
谷

至
津
南

●シルク
　モール様

●十日町
　高校

R117

入場無料

来場者全員に
おいしい「キノコ」
プレゼント！


